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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】防眩性を付与しつつ優れた高級感を有する加飾
成形品を提供する。
【解決手段】被着体２１上に保護層２５を有する加飾成
形品２０であって、下記条件１を満たす、加飾成形品。
＜条件１＞前記保護層側から光を入射し、反射した散乱
光に基づいてウェーブスキャン装置により測定されるｄ
ｕが３０以上４５以下。さらに、下記条件２を満たす加
飾成形品。＜条件２＞前記保護層の表面形状を測定し、
得られた表面形状の測定断面曲線から算出した算術平均
高さをＨ［ｎｍ］とした際に、Ｈが７０ｎｍ以上２００
ｎｍ以下。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被着体上の最表面に保護層を有する加飾成形品であって、下記条件１を満たす、加飾成
形品。
＜条件１＞
　前記保護層側から光を入射し、反射した散乱光に基づいてウェーブスキャン装置により
測定されるｄｕが３０以上４５以下。
【請求項２】
　さらに、下記条件２を満たす、請求項１に記載の加飾成形品。
＜条件２＞
　前記保護層の表面形状を測定し、得られた表面形状の測定断面曲線から算出した算術平
均高さをＨ［ｎｍ］とした際に、Ｈが７０ｎｍ以上２００ｎｍ以下。
【請求項３】
　自動車用である、請求項１又は２に記載の加飾成形品。
【請求項４】
　表示パネルと、前記表示パネルの外縁に配置された枠部とを有する画像表示装置であっ
て、前記枠部が、請求項１～３の何れか１項に記載の加飾成形品である、画像表示装置。
【請求項５】
　自動車用である、請求項４に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　離型シート上に保護層を含む転写層を有する転写シートであって、前記保護層は前記離
型シートに接して配置されてなり、下記条件１’を満たす、転写シート。
＜条件１’＞
　前記転写シートの転写層側の面を黒色板に貼りあわせた後、前記離型シートを剥離し、
黒色板及び転写層がこの順に積層されたサンプルを作製する。前記サンプルの転写層の表
面に位置する保護層側から光を入射し、反射した散乱光に基づいてウェーブスキャン装置
により測定されるｄｕが３０以上４５以下。
【請求項７】
　さらに、下記条件２’を満たす、請求項６に記載の転写シート。
＜条件２’＞
　前記サンプルの保護層の表面形状を測定し、得られた表面形状の測定断面曲線から算出
した算術平均高さをＨ［ｎｍ］とした際に、Ｈが７０ｎｍ以上２００ｎｍ以下。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、加飾成形品、画像表示装置及び転写シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、自動車のダッシュボードには、カーナビゲーション等の画像表示装置が組み込ま
れることが多くなっている。
　自動車の車内には多くの太陽光が入射するため、画像表示装置の表示パネルの表面には
防眩性が求められる。また、表示パネルに限られず、自動車の内装材には所定の防眩性が
求められる。
【０００３】
　防眩性を付与する手段としては、特許文献１～３のような防眩性フィルムが提案されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６－６１０４６号公報
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【特許文献２】特開２０１６－６８３４４号公報
【特許文献３】特開２０１６－９７５１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１～３の防眩性フィルムは、表面形状を凹凸化したフィルムであり、例えば表
示パネルに貼り合わせることにより、画像表示装置に防眩性を付与することはできる。
　しかし、自動車の車内は、落ち着いた高級感を演出することが求められるところ、特許
文献１～３の防眩性フィルムを自動車用の内装材として適用した場合、高級感を付与でき
ないことが頻発した。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは鋭意研究した結果、自動車の内装材の表面に映り込む背景の鮮鋭性が高級
感に大きな影響を与えていること、鮮鋭性には表面形状の測定では測定することが困難で
ある超高周波の凹凸が起因していることを見出し、さらには、鮮鋭性を客観的に評価し得
るパラメータを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００７】
　上記課題を解決すべく、本発明は、以下の［１］～［３］を提供する。
［１］被着体上の最表面に保護層を有する加飾成形品であって、下記条件１を満たす、加
飾成形品。
＜条件１＞
　前記保護層側から光を入射し、反射した散乱光に基づいてウェーブスキャン装置により
測定されるｄｕが３０以上４５以下。
［２］表示パネルと、前記表示パネルの外縁に配置された枠部とを有する画像表示装置で
あって、前記枠部が、請求項１～３の何れか１項に記載の加飾成形品である、画像表示装
置。
［３］離型シート上に保護層を含む転写層を有する転写シートであって、前記保護層は前
記離型シートに接して配置されてなり、下記条件１’を満たす、転写シート。
＜条件１’＞
　前記転写シートの転写層側の面を黒色板に貼りあわせた後、前記離型シートを剥離し、
黒色板及び転写層がこの順に積層されたサンプルを作製する。前記サンプルの転写層の表
面に位置する保護層側から光を入射し、反射した散乱光に基づいてウェーブスキャン装置
により測定されるｄｕが３０以上４５以下。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、防眩性を付与しつつ、鮮鋭性が良好であり、優れた高級感を付与でき
る加飾成形品、表示装置及び転写シートを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の加飾成形品の一実施形態を示す断面図である。
【図２】加飾成形品を得るための転写シートの一実施形態を示す断面図である。
【図３】本発明の画像表示装置の一実施形態を示す断面図である。
【図４】本発明の画像表示装置の一実施形態を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
［加飾成形品］
　本発明の加飾成形品は、被着体上の最表面に保護層を有し、下記条件１を満たすもので
ある。
＜条件１＞
　前記保護層側から光を入射し、反射した散乱光に基づいてウェーブスキャン装置により
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測定されるｄｕが３０以上４５以下。
【００１１】
　図１は、本発明の加飾成形品の一実施形態を示す断面図である。
　図１の加飾成形品２０は、被着体２１上の最表面に保護層２５を有している。また、図
１の加飾成形品２０は、被着体２１と保護層２５との間に、接着剤層２２、印刷層２３及
びプライマー層２４を有している。
【００１２】
　本発明の加飾成形品は、下記条件１を満たすことを要する。
＜条件１＞
　前記保護層側から光を入射し、反射した散乱光に基づいてウェーブスキャン装置により
測定されるｄｕが３０以上４５以下。
【００１３】
　加飾成形品が全体として光透過性を有する場合、加飾成形品の背面の反射を抑制するた
め、加飾成形品の背面に、透明接着剤層及び黒色板を積層したサンプルを作製し、ｄｕを
測定することが好ましい。その際、加飾成形品の背面（被着体）と透明接着剤層との屈折
率差、及び、透明接着剤層と黒色板の樹脂との屈折率差は、それぞれ０．１０以下とする
ことが好ましい。また、黒色板は全光線透過率０％のものが好ましい。
　一方、加飾成形品が全体として光透過性を有さない場合、加飾成形品そのものからｄｕ
を測定すればよい。
【００１４】
　ｄｕは、測定対象となる表面に光を入射し、反射した散乱光に基づいてウェーブスキャ
ン装置により算出される「ｄｕ（ダルネス）」として、得ることができる。ウェーブスキ
ャン装置は、例えば、ＢＹＫジャパン社の商品名「ウェーブスキャン　デュアル　ＡＷ－
４８４０」が挙げられる。ウェーブスキャン装置により測定されるｄｕは、０．１ｍｍよ
りも小さな構造（超高周波の凹凸）による散乱光に関する値であり、ｄｕが小さければ、
０．１ｍｍよりも小さな構造（超高周波の凹凸）の絶対量が少ないということができる。
なお、ｄｕを測定する際の入射光の角度（測定対象の表面の法線方向と入射光とがなす角
度）は２０度である。
　条件１では、ｄｕが３０以上４５以下であることを規定している。
　以下、条件１の技術思想を説明する。
【００１５】
　まず、加飾成形品に防眩性を付与するためには、特許文献１～３に示すように、加飾成
形品の表面形状を凹凸化する手段が挙げられる。そして、凹凸を客観化する指標として、
ＪＩＳ　Ｂ０６０１の算術平均粗さＲａ等が挙げられる。
　しかし、本発明者らの検討では、表面粗さＲａ等の調整のみでは、防眩性を良好にする
とともに、優れた高級感を有する加飾成形品を得ることができなかった。
　そして、本発明者らは鋭意研究した結果、加飾成形品の表面に映り込む背景の鮮鋭性が
高級感に大きな影響を与えていること、鮮鋭性には表面形状の測定では測定することが困
難である超高周波の凹凸が起因していることを見出し、さらには、ｄｕが超高周波の凹凸
量に関係し、鮮鋭性を客観的に評価し得るパラメータとなり得ることを見出し、条件１を
特定するに至った。
【００１６】
　ｄｕが３０未満の場合、防眩性が不足してしまう。一方、ｄｕが４５を超える場合、鮮
鋭性が不足し、優れた高級感を付与することができない。なお、鮮鋭性は、例えば、加飾
成形品の表面に蛍光灯の形状を映し込み、蛍光灯のエッジの形状のぼやけ具合により評価
できる。より具体的には、蛍光灯のエッジの形状のぼやけ具合が少ないほど、鮮鋭性が良
好であるといえる。
　条件１において、ｄｕは３５～４５であることが好ましく、４０～４５であることがよ
り好ましい。
【００１７】
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　本発明の加飾成形品は、さらに、下記条件２を満たすことが好ましい。
＜条件２＞
　前記保護層の表面形状を測定し、得られた表面形状の測定断面曲線から算出した算術平
均高さをＨ［ｎｍ］とした際に、Ｈが７０ｎｍ以上２００ｎｍ以下。
【００１８】
　Ｈを７０ｎｍ以上とすることにより、加飾成形品の防眩性をより良好にしやすくでき、
Ｈを２００ｎｍ以下とすることにより、加飾成形品の艶が低くなり過ぎて高級感が低下す
ることを抑制しやすくできる。
　保護層の算術平均高さＨは、８５～１７５ｎｍであることがより好ましく、１００～１
５０ｎｍであることがさらに好ましい。
【００１９】
　保護層の算術平均高さＨは、三次元的な表面形状から算出することができ、具体的には
、基準面に直交座標軸Ｘ、Ｙ軸を置き、測定断面曲面をＺ（ｘ，ｙ）、基準面の大きさを
Ｌｘ、Ｌｙとすると下記式（１）で算出することができる。
　三次元的な表面形状は、例えば、Ｚｙｇｏ社の白色干渉顕微鏡（商品名：Ｎｅｗ　Ｖｉ
ｅｗ６３００）で測定することができる。
　また、表面凹凸は様々な周期の凹凸から形成されており、全ての周期の凹凸が艶に影響
する。よって、三次元的な表面形状からＨを算出する際は、フィルタを介さないことが好
ましい。例えば、Ｚｙｇｏ社の白色干渉顕微鏡（商品名：Ｎｅｗ　Ｖｉｅｗ６３００）に
よりＨを算出する際には、Ｌｏｗ　ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ（ＪＩＳ　Ｂ０６０１のλｃ輪
郭曲線フィルタに相当）及びＨｉｇｈ　ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ（ＪＩＳ　Ｂ０６０１のλ
ｓ輪郭曲線フィルタに相当）をＯＦＦにすることが好ましい。
【数１】

Ａ＝Ｌｘ×Ｌｙ
【００２０】
＜＜保護層＞＞
　保護層は、加飾成形品の最表面に位置する。
　保護層の防眩性及び鮮鋭性には、保護層の組成及び表面形状が大きな影響を与える。保
護層の表面形状は、例えば、後述する離型シートの表面形状によって調整することができ
る。
【００２１】
　保護層は硬化性樹脂組成物の硬化物を主成分として含むことが好ましい。主成分とは、
保護層を構成する全固形分の５０質量％以上を意味し、該割合は７０質量％以上であるこ
とが好ましく、９０質量％以上であることがより好ましく、９９質量％以上であることが
よりさらに好ましい。
　硬化性樹脂組成物の硬化物は、熱硬化性樹脂組成物の硬化物、電離放射線硬化性樹脂組
成物の硬化物が挙げられ、これらの中でも、保護層の耐擦傷性の観点から電離放射線硬化
性樹脂組成物の硬化物が好ましい。また、電離放射線硬化性樹脂組成物の硬化物の中でも
、保護層の形成時点で架橋硬化を完了させやすく、架橋硬化が経時的に進行することによ
り、ｄｕ及びＨが変化することを抑制できる、電子線硬化性樹脂組成物の硬化物が好まし
い。
【００２２】
　熱硬化性樹脂組成物は、少なくとも熱硬化性樹脂を含む組成物であり、加熱により、硬
化する樹脂組成物である。熱硬化性樹脂としては、アクリル樹脂、ウレタン樹脂、フェノ
ール樹脂、尿素メラミン樹脂、エポキシ樹脂、不飽和ポリエステル樹脂、シリコーン樹脂
等が挙げられる。熱硬化性樹脂組成物には、これら硬化性樹脂に、必要に応じて硬化剤が
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添加される。
【００２３】
　電離放射線硬化性樹脂とは、電離放射線を照射することにより、架橋、硬化する樹脂の
ことであり、電離放射線硬化性官能基を有するものである。ここで、電離放射線硬化性官
能基とは、電離放射線の照射によって架橋硬化する基であり、（メタ）アクリロイル基、
ビニル基、アリル基等のエチレン性二重結合を有する官能基等が好ましく挙げられる。ま
た、電離放射線とは、電磁波又は荷電粒子線のうち、分子を重合あるいは架橋し得るエネ
ルギー量子を有するものを意味し、通常、紫外線（ＵＶ）又は電子線（ＥＢ）が用いられ
るが、その他、Ｘ線、γ線等の電磁波、α線、イオン線等の荷電粒子線も含まれる。
　電離放射線硬化性樹脂としては、具体的には、従来電離放射線硬化性樹脂として慣用さ
れている重合性モノマー、重合性オリゴマーの中から適宜選択して用いることができる。
【００２４】
　重合性モノマーとしては、分子中にラジカル重合性不飽和基を持つ（メタ）アクリレー
ト系モノマーが好ましく、中でも多官能性（メタ）アクリレートモノマーが好ましい。こ
こで「（メタ）アクリレート」とは「アクリレート又はメタクリレート」を意味する。
　多官能性（メタ）アクリレートモノマーとしては、分子中に２つ以上の電離放射線硬化
性官能基を有し、かつ該官能基として少なくとも（メタ）アクリロイル基を有する（メタ
）アクリレートモノマーが挙げられ、より優れた耐傷性及び耐候性等の表面特性を得る観
点から、アクリロイル基を有するアクリレートモノマーが好ましい。
【００２５】
　重合性オリゴマーとしては、例えば、分子中に２つ以上の電離放射線硬化性官能基を有
し、かつ該官能基として少なくとも（メタ）アクリロイル基を有する（メタ）アクリレー
トオリゴマーが挙げられる。例えば、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、エポキ
シ（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリエステル（メタ）アクリレートオリゴマー、ポ
リエーテル（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリカーボネート（メタ）アクリレートオ
リゴマー、アクリル（メタ）アクリレートオリゴマー等が挙げられる。
【００２６】
　これらの重合性オリゴマーは、単独で、又は複数種を組み合わせて用いてもよい。
　重合性オリゴマーの中でもポリカーボネート（メタ）アクリレートオリゴマーが好まし
い。ポリカーボネート（メタ）アクリレートオリゴマーは、主鎖にカーボネート結合を有
し、かつ末端または側鎖に（メタ）アクリレート基を有するものであれば特に制限されず
、ポリカーボネート骨格を有するウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーであるポリカ
ーボネート系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーであってもよい。
【００２７】
　電離放射線硬化性樹脂は、上記多官能性（メタ）アクリレート等とともに、その粘度を
低下させる等の目的で、単官能性（メタ）アクリレートを適宜併用することができる。こ
れらの単官能性（メタ）アクリレートは、単独で、又は複数種を組み合わせて用いてもよ
い。
【００２８】
　保護層中には、有機粒子及び無機粒子等の粒子を実質的に含有しないことが好ましい。
保護層中に粒子を含有しないことにより、内部拡散によってｄｕが大きくなり過ぎること
を抑制し、より高級感を付与しやすくできる。また、表示パネルの透明板の多くは粒子を
含有していないため、保護層中に粒子を含有させないことにより、表示パネルと枠部との
外観を近づけやすくすることができ、より高級感を付与しやすくできる。
　保護層中に粒子を実質的に含有しないとは、保護層の全固形分の１質量％以下であるこ
とを意味し、好ましくは０．１質量％以下、より好ましくは０．０１質量％以下、さらに
好ましくは０質量％である。
　保護層中に粒子を実質的に含有することなく、条件１及び２を満たすためには、転写シ
ートの離型シートの表面を凹凸化しておき、離型シート表面凹凸を反映させた保護層を形
成することが好ましい。
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【００２９】
　保護層は、硬化性樹脂組成物の硬化物以外の樹脂成分として、熱可塑性樹脂を含有して
いてもよい。保護層が熱可塑性樹脂を含むことにより、成形時のクラックを抑制し、成形
性を良好にすることができる。熱可塑性樹脂は、アクリル系樹脂、ポリエステル系樹脂、
ウレタン系樹脂等の汎用の樹脂を用いることができる。
　熱可塑性樹脂の含有量は、保護層の全固形分の０．１～２０質量％であることが好まし
く、０．５～１０質量％であることがより好ましく、１～５質量％であることがさらに好
ましい。
【００３０】
　保護層の厚みは、表面硬度及び成形性のバランスの観点から、０．５～３０μｍである
ことが好ましく、１～２０μｍであることがより好ましく、２～１０μｍであることがさ
らに好ましい。
【００３１】
＜＜被着体＞＞
　被着体としては、金属、ガラス、セラミックス、樹脂等からなる成形体が挙げられる。
これらの中でも樹脂成形体が好ましい。
　被着体の形状は、平板状であってもよいし、曲面等を有する三次元形状であってもよい
。また、被着体は有色であってもよい。
【００３２】
　樹脂成形体は、射出成形可能な熱可塑性樹脂又は熱硬化性樹脂から形成することができ
る。
　加飾成形品をインモールド成形により製造する場合には、樹脂成形体として熱可塑性樹
脂を用いることが好ましい。このような熱可塑性樹脂としては、ポリスチレン系樹脂、ポ
リオレフィン系樹脂、ＡＢＳ樹脂（耐熱ＡＢＳ樹脂を含む）、ＡＳ樹脂、ＡＮ樹脂、ポリ
フェニレンオキサイド系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、ポリアセタール系樹脂、アクリ
ル系樹脂、ポリエチレンテレフタレート系樹脂、ポリブチレンテフタレート系樹脂、ポリ
スルホン系樹脂、およびポリフェニレンサルファイド系樹脂等が挙げられる。
【００３３】
＜＜その他の層＞＞
　枠部を構成する加飾成形品は、被着体と保護層との間に、プライマー層、印刷層、接着
剤層等の機能層を有していてもよい。
【００３４】
＜＜接着剤層＞＞
　接着剤層は、樹脂成形体等の被着体と、転写層との接着性を良好にして、転写作業を良
好にする役割を有する。
　なお、保護層と被着体との接着性が良好な場合は、接着剤層を設けなくてもよい。
【００３５】
　接着剤層は、被着体の素材に適した感熱性又は感圧性の樹脂を使用することが好ましい
。例えば、被着体の材質がアクリル系樹脂の場合は、アクリル系樹脂を用いることが好ま
しい。また、被着体の材質がポリフェニレンオキサイド・ポリスチレン系樹脂、ポリカー
ボネート系樹脂、スチレン系樹脂の場合は、これらの樹脂と親和性のあるアクリル系樹脂
、ポリスチレン系樹脂、ポリアミド系樹脂などを使用することが好ましい。さらに、被着
体の材質がポリプロピレン樹脂の場合は、塩素化ポリオレフィン樹脂、塩素化エチレン－
酢酸ビニル共重合体樹脂、環化ゴム、クマロンインデン樹脂を使用することが好ましい。
　接着剤層には、紫外線吸収剤、赤外線吸収剤等の添加剤を配合してもよい。
　接着剤層の厚みは、０．１～１０μｍであることが好ましく、０．５～５μｍであるこ
とがより好ましい。
【００３６】
＜＜プライマー層＞＞
　プライマー層は、保護層と、プライマー層を介して保護層よりも被着体側に位置する層
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との密着性を向上するために、必要に応じて設けられる層である。
【００３７】
　プライマー層は、主に樹脂成分を含むことが好ましい。また、プライマー層の樹脂成分
は、インモールド成形等の高温環境に置かれる場合において、耐熱性を付与することを考
慮して、硬化性樹脂組成物の硬化物を含むことが好ましい。
　硬化性樹脂組成物としては、熱硬化性樹脂組成物、電離放射線硬化性樹脂組成物が挙げ
られ、熱硬化性樹脂組成物が好ましい。
　プライマー層の熱硬化性樹脂組成物及び電離放射線硬化性樹脂組成物は、保護層の熱硬
化性樹脂組成物及び電離放射線硬化性樹脂組成物として例示したものと同様のものを使用
することができる。
　プライマー層の厚みは、０．１～６μｍであることが好ましく、０．５～５μｍである
ことがより好ましい。
【００３８】
＜＜印刷層＞＞
　印刷層は、加飾成形品に所望の意匠性を付与するための層であり、所望により設けられ
る層である。
　印刷層のパターンは任意であり、例えば、木目、石目、布目、砂目、円、四角形、多角
形、幾何学模様、文字、ベタ印刷等が挙げられる。
【００３９】
　印刷層は、ポリビニル系樹脂、ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂、ポリビニルアセ
タール系樹脂、セルロース系樹脂等のバインダー樹脂と、顔料及び／又は染料とを含むこ
とが好ましい。
　印刷層の厚みは、意匠性の観点から０．５～４０μｍが好ましく、１～３０μｍがより
好ましい。
【００４０】
＜用途＞
　本発明の加飾成形品は、壁、天井、床などの建築物の内装材；窓枠、扉、手すりなどの
建具；家具；家電製品、ＯＡ機器などの筐体；自動車及び電車等の車両の内装材として用
いることができる他、画像表示装置の表示パネルの枠部として用いることができる。画像
表示装置としては、オフィス及び家庭用ＰＣのモニタ、テレビ、携帯型情報端末、デジタ
ルサイネージ（電子看板）及び車両用の画像表示装置等が挙げられる。
　これらの用途の中でも、車両の内装材及び車両用の画像表示装置の枠部等の車両用が好
ましく、自動車の内装材及び自動車の画像表示装置の枠部等の自動車用がより好ましい。
【００４１】
＜加飾成形品の製造方法＞
　加飾成形品は、例えば、離型シート上に保護層を含む転写層を有する転写シートの転写
層側の面と、樹脂成形体等の被着体とを接着し、被着体上に転写層を積層する工程と、転
写シートの離型シートを剥離する工程とから製造することができる。
【００４２】
　加飾成形品の製造方法には、公知の転写法を用いることができる。例えば、（ｉ）予め
成形された被着体と転写シートの転写層側の面とを貼着し、被着体上に転写層を積層した
後、該転写シートの離型シートを剥離する方法、（ｉｉ）平板状の被着体と転写シートの
転写層側の面とを貼着し、被着体上に転写層を積層した後、該転写シートの離型シートを
剥離し、その後、転写層が転写された被着体を成形する方法、（ｉｉｉ）被着体を射出成
形する際に、被着体と転写シートの転写層側の面とを一体化させ、被着体上に転写層を積
層した後、転写シートの離型シートを剥離する方法〔インモールド成形（射出成形同時転
写加飾法）〕等が挙げられる。中でも、インモールド成形（射出成形同時転写加飾法）に
よれば、三次元曲面などの複雑な表面形状を有する樹脂成形体に加飾成形することができ
る。
【００４３】
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　インモールド成形による加飾成形品の製造方法の一実施態様としては、
（ｚ１）転写シートの転写層側をインモールド成形用金型の内側に向けて配置する工程と
、
（ｚ２）上記インモールド成形用金型内に樹脂を射出注入する工程と、
（ｚ３）転写シートと、上記樹脂とを一体化させて、樹脂成形体（被着体）の表面上に転
写シートの転写層を積層する工程と、
（ｚ４）樹脂成形体（被着体）を金型から取り出した後、又は樹脂成形体を金型から取り
出すと同時に、転写シートの離型シートを剥離する工程と、を有するものが挙げられる。
【００４４】
　なお、加飾成形品を枠状の形状とするには、例えば、下記（ａ）及び（ｂ）の手段が挙
げられる。
（ａ）被着体に転写層を転写した後に中央部をくり抜いて枠状に形成する。
（ｂ）転写シートを枠状の形状の型に配置し、インモールド成形する。
【００４５】
［転写シート］
　本発明の転写シートは、離型シート上に保護層を含む転写層を有する転写シートであっ
て、前記保護層は前記離型シートに接して配置されてなり、下記条件１’を満たすもので
ある。
＜条件１’＞
　前記転写シートの転写層側の面を黒色板に貼りあわせた後、前記離型シートを剥離し、
黒色板及び転写層がこの順に積層されたサンプルを作製する。前記サンプルの転写層の表
面に位置する保護層側から光を入射し、反射した散乱光に基づいてウェーブスキャン装置
により測定されるｄｕが３０以上４５以下。
【００４６】
　転写シートが条件１’を満たすことにより、被着体に対して、防眩性及び高級感を付与
することができる。
　条件１’において、ｄｕは３５～４５であることが好ましく、４０～４５であることが
より好ましい。
【００４７】
　条件１’のサンプルを作製するにあたり、転写層の黒色板に接する側の層と黒色板の樹
脂との屈折率差は、０．１０以下とすることが好ましい。また、黒色板は全光線透過率０
％のものが好ましい。
　条件１’のサンプルを作製するにあたり、透明接着剤層を介して、転写シートの転写層
側の面と黒色板とを貼り合わせてもよい。その場合、転写層の黒色板に接する側の層と透
明接着剤層との屈折率差、及び、透明接着剤層と黒色板の樹脂との屈折率差を、それぞれ
０．１０以下とすることが好ましい。
【００４８】
　本発明の転写シートは、さらに、下記条件２’を満たすことが好ましい。
＜条件２’＞
　前記サンプルの保護層の表面形状を測定し、得られた表面形状の測定断面曲線から算出
した算術平均高さをＨ［ｎｍ］とした際に、Ｈが７０ｎｍ以上２００ｎｍ以下。
【００４９】
　転写シートが条件２’を満たすことにより、被着体に対して、より良好な防眩性及び高
級感を付与しやすくできる。
　条件２’において、保護層の算術平均高さＨは、８５～１７５ｎｍであることがより好
ましく、１００～１５０ｎｍであることがさらに好ましい。
【００５０】
　図２は、転写シート７００の実施の形態を示す断面図である。
　図２の転写シート７００は、離型シート６００上に、保護層２５を含む転写層５００を
有している。また、図２において、保護層２５は離型シート６００に接している。また、
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図２において、離型シート６００は、基材６０１上に離型層６０２を有している。また、
図２において、転写層５００は、保護層２５の他に、プライマー層２４、印刷層２３及び
接着剤層２２を有している。
【００５１】
＜＜離型シート＞＞
　枠部の表面となる保護層の表面形状は、離型シートの表面形状をほぼ反映したものとな
る。
　離型シートは基材単層でもよいが、離型シートの表面形状を調整しやすくするため、基
材上に離型層を有するものが好ましい。
【００５２】
　離型シートの基材としては、ポリエチレン、ポリプロピレンなどのポリオレフィン系樹
脂、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリビニルアルコール、エチレン・酢酸ビニ
ル共重合体、エチレン・ビニルアルコール共重合体などのビニル系樹脂、ポリエチレンテ
レフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリブチレンテレフタレートなどのポリエス
テル系樹脂、ポリ（メタ）アクリル酸メチル、ポリ（メタ）アクリル酸エチルなどのアク
リル系樹脂、ポリスチレン等のスチレン系樹脂、ナイロン６又はナイロン６６などで代表
されるポリアミド系樹脂などの樹脂からなるプラスチックフィルムが挙げられる。
　これらのプラスチックフィルムの中では、耐熱性、寸法安定性に優れ、転写時の位置合
わせの適性に優れる２軸延伸ポリエステルフィルムが好適である。
【００５３】
　基材の厚みは、成形性、形状追従性、取り扱いの観点から、１２～１５０μｍであるこ
とが好ましく、２５～１００μｍであることがより好ましい。
　また、基材の表面には、離型層との接着性を高めるために、コロナ放電処理、酸化処理
等の物理的な処理や、アンカー剤又はプライマーと呼ばれる塗料の塗布を予め行ってもよ
い。
【００５４】
　離型シートの離型層は、樹脂成分及び粒子を含むものであることが好ましい。
　離型層の樹脂成分は、所定の被膜強度を有し、保護層との接着力が低い材料であれば特
に限定されず、汎用の熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂組成物の硬化物、電離放射線硬化性樹
脂組成物の硬化物等が挙げられる。具体的には、フッ素系樹脂、シリコーン系樹脂、アク
リル系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリオレフィン系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ポリウ
レタン系樹脂、セルロース系樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル系共重合体樹脂、硝化綿等が
挙げられる。
　これら樹脂成分の中でも、強度に優れるとともに、瞬時に硬化するため正確かつ精密な
形状を付与できる電離放射線硬化性樹脂組成物の硬化物が好ましく、電子線硬化性樹脂組
成物の硬化物がより好ましい。
【００５５】
　離型層の電離放射線硬化性樹脂組成物に含まれる電離放射線硬化性樹脂は、保護層の電
離放射線硬化性樹脂として例示したものと同様のものを用いることができる。
　また、離型層の電離放射線硬化性樹脂組成物は、重合性オリゴマーを含むことが好まし
く、その中でもポリカーボネート（メタ）アクリレートオリゴマーが好ましい。
【００５６】
　また、離型層の電離放射線硬化性樹脂組成物は、重合性オリゴマー及び重合性モノマー
を含むことが好ましい。電離放射線硬化性樹脂組成物が重合性オリゴマー及び重合性モノ
マーを含むことにより、成形性を維持しつつ、成形時（転写時）に離型層が変形すること
によって保護層の表面形状及び光学特性が変化することを抑制できる。言い換えると、電
離放射線硬化性樹脂組成物が重合性オリゴマー及び重合性モノマーを含むことにより、条
件１及び２を制御しやすくできる。
　重合性オリゴマーと重合性モノマーとの質量比は、９５：５～７０：３０であることが
好ましく、９０：１０～８０：２０であることがより好ましい。
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　また、重合性オリゴマー及び重合性モノマーを併用する場合、重合性オリゴマーの重合
性官能基数よりも重合性モノマーの重合性官能基数が多いことが好ましい。重合性オリゴ
マーの重合性官能基数は２～４であることが好ましく、２であることがより好ましい。重
合性モノマーの重合性官能基数は３～８であることが好ましく、４～８であることがより
好ましく、６であることがさらに好ましい。
【００５７】
　離型層の粒子は、有機粒子、無機粒子から選ばれる１種以上を用いることができる。
　有機粒子としては、ポリメチルメタクリレート、ポリアクリル－スチレン共重合体、メ
ラミン樹脂、ポリカーボネート、ポリスチレン、ポリ塩化ビニル、ベンゾグアナミン－メ
ラミン－ホルムアルデヒド縮合物、シリコーン、フッ素系樹脂及びポリエステル系樹脂等
からなる粒子が挙げられる。
　無機粒子としては、シリカ、アルミナ、アンチモン、ジルコニア及びチタニア等からな
る粒子が挙げられる。
　粒子の形状は球形であってもよいし、不定形であってもよい。
　これらの粒子の中でも、コストの観点から、不定形シリカが好ましい。
【００５８】
　粒子の平均粒子径は、０．５～５．０μｍが好ましく、１．０～３．０μｍがより好ま
しく、１．５～２．５μｍがさらに好ましい。
　本明細書において、平均粒子径は、溶液中に分散した粒子を動的光散乱方法で測定し、
粒子径分布を体積累積分布で表したときの５０％粒子径（ｄ５０：メジアン径）である。
５０％粒子径は、例えば、Ｍｉｃｒｏｔｒａｃ粒度分析計（日機装株式会社）を用いて測
定することができる。
【００５９】
　離型層の全固形分に対する粒子の含有量は０．１質量％以上１．０質量％未満であるこ
とが好ましく、０．２質量％以上０．８質量％以下であることが好ましく、０．３質量％
以上０．７質量％以下であることがさらに好ましい。
　粒子の含有量を上記範囲とすることにより、転写した保護層に対して、防眩性を付与し
つつ鮮鋭性の低下を抑制しやすくすることができ、条件１及び２を満たしやすくできる。
【００６０】
　離型層の厚みは、０．３～４．０μｍが好ましく、０．６～２．８μｍがより好ましく
、０．８～２．２μｍがさらに好ましい。
　離型層中の粒子の含有量を上記範囲としつつ、離型層の厚みを上記範囲とすることによ
り、離型層中の粒子の絶対量が適切な範囲となって離型層の表面形状を適切化しやすくで
きる結果、転写した保護層に対して、防眩性を付与しつつ鮮鋭性の低下を抑制することが
でき、条件１及び２を満たしやすくできる。
　また、条件１及び２を満たしやすくするために、離型層の厚みｔと粒子の平均粒子径ｄ
との比（ｄ／ｔ）は、１．０超３．０以下であることが好ましく、１．１以上２．８以下
であることがより好ましく、１．２以上２．５以下であることがさらに好ましい。
【００６１】
　離型層は、保護層との離型性を向上するために離型剤を含有してもよい。
　離型剤としては、合成ワックスや天然ワッス等のワックス類が挙げられる。合成ワック
スとしては、ポリエチレンワックスやポリプピレンワックス等のポリオレフィンワックス
が好ましい。また、離型層の硬度向上と離型剤のブリード抑制の観点から、離型剤として
、反応性シリコーン等の架橋硬化可能な離型成分を用いてもよい。
　離型層の全固形分に対する離型剤の質量割合は、０．３～１０質量％であることが好ま
しく、１．５～５質量％であることがより好ましい。
【００６２】
　離型シートは、その他の層を有していてもよい。
　その他の層としては、帯電防止層が挙げられる。帯電防止層を有することにより、離型
シートを剥離する際の剥離帯電を抑制でき、転写の作業性を向上できる。



(12) JP 2019-171702 A 2019.10.10

10

20

30

40

50

【００６３】
＜＜転写層＞＞
　転写層は、離型シートと接する側に保護層を有する。転写層を構成する保護層の実施の
形態は、上述した枠部を構成する保護層の実施の形態と同様である。
【００６４】
　転写層は、保護層の他に、プライマー層、印刷層及び接着剤層等を有していてもよい。
転写層を構成するプライマー層、印刷層及び接着剤層の実施の形態は、上述した枠部を構
成するプライマー層、印刷層及び接着剤層の実施の形態と同様である。
【００６５】
［画像表示装置］
　本発明の画像表示装置は、表示パネルと、前記表示パネルの外縁に配置された枠部とを
有し、前記枠部が、上述した本発明の加飾成形品であるものである。
【００６６】
　近年、表示素子は高解像化しており、表示パネルの表面形状は、高解像化した表示素子
の解像度を損なわないために、超高周波の凹凸が減少した形状となっている。このように
超高周波の凹凸が少ない表面形状を有する表示パネルに対して、上述した本発明の加飾成
形品からなる枠部を適用することにより、画像表示装置の高級感を際立たせることができ
る。
　画像表示装置内で、枠部としての加飾成形品は、保護層側が視認者側を向くように配置
する。
【００６７】
　図３は、本発明の画像表示装置の一実施形態を示す断面図であり、図４は、本発明の画
像表示装置の一実施形態を示す平面図である。
　図３及び図４の画像表示装置１００は、表示パネル１０と、表示パネルの外縁に配置さ
れた枠部２０とを有している。
　また、図３において、枠部２０は、被着体２１の最表面に保護層２５を有する加飾成形
品であり、保護層２５が視認者側に配置されている。また、図３において、表示パネル１
０は視認者側の最表面に透明板１３を有している。なお、図３において、視認者側とは図
面の上側を意味する。また、図３において、枠部２０は、被着体２１と保護層２５との間
に、接着剤層２２、印刷層２３及びプライマー層２４を有している。また、図３において
、表示パネル１０は、透明板１３の他に、表示素子１１及び光学フィルム１２を有してい
る。
【００６８】
＜表示パネル＞
　表示パネルは少なくとも表示素子を備えるものである。
【００６９】
＜＜表示素子＞＞
　画像表示装置を構成する表示素子としては、液晶表示素子、ＥＬ表示素子、プラズマ表
示素子、電子ペーパー素子、マイクロＬＥＤ表示素子等が挙げられる。
　液晶表示素子としては、ＴＮ方式、ＳＴＮ方式、ＴＳＴＮ方式、ＩＰＳ方式、ＶＡ方式
、マルチドメイン方式、ＯＣＢ方式等が挙げられる。また、これらの何れかの方式にタッ
チパネル機能を組み込んでなる、インセルタッチパネル液晶素子も挙げられる。
　なお、表示素子が液晶表示素子の場合、表示素子の視認者とは反対側にはバックライト
が必要である。
　表示パネルが後述する透明板を有する場合、表示素子は、透明板の視認者側とは反対側
に配置される。
【００７０】
＜＜透明板＞＞
　表示パネルは、視認者側の最表面に透明板を有することが好ましい。
　透明板は、ポリエチレン、ポリプロピレンなどのポリオレフィン系樹脂、ポリ塩化ビニ
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ル、ポリ塩化ビニリデン、ポリビニルアルコール、エチレン・酢酸ビニル共重合体、エチ
レン・ビニルアルコール共重合体などのビニル系樹脂、ポリエチレンテレフタレート、ポ
リエチレンナフタレート、ポリブチレンテレフタレートなどのポリエステル系樹脂、ポリ
（メタ）アクリル酸メチル、ポリ（メタ）アクリル酸エチルなどのアクリル系樹脂、ポリ
スチレン等のスチレン系樹脂、ナイロン６又はナイロン６６などで代表されるポリアミド
系樹脂などの樹脂からなるプラスチック板；ガラス板等が挙げられる。これらの中でも、
耐擦傷性に優れるとともに、平面性に優れ高級感を付与しやすいガラス板が好ましい。
【００７１】
　透明板としてのプラスチック板及びガラス板は、防眩性を付与するために、マット加工
されたものであることが好ましい。
　透明板は、プラスチック板やガラス板上に、マット加工されたフィルムを貼り合わせた
ものであってもよいが、平面性の観点から、透明板としてのプラスチック板又はガラス板
自体がマット加工されたものが好ましい。
【００７２】
　透明板中には、有機粒子及び無機粒子等の粒子を実質的に含有しないことが好ましい。
透明板中に粒子を含有しないことにより、内部拡散が大きくなり過ぎることを抑制し、よ
り高級感を付与しやすくできる。
　なお、透明板中に粒子を実質的に含有しないとは、透明板の全固形分の１質量％以下で
あることを意味し、好ましくは０．１質量％以下、より好ましくは０．０１質量％以下、
さらに好ましくは０質量％である。
【００７３】
　透明板の厚みは、強度、薄膜化及び二重像抑制のバランスの観点から０．１～５ｍｍで
あることが好ましく、０．５～３ｍｍであることがより好ましい。
【００７４】
＜＜光学フィルム＞＞
　画像表示装置１００の表示素子１１上には、必要に応じて光学フィルム１２が配置され
る。
　光学フィルムとしては、位相差フィルム、反射防止フィルム、飛散防止フィルム等の１
種又は２種以上が挙げられる。
　また、図示しないが、表示パネルはタッチパネル機能を搭載したものであってもよい。
【００７５】
＜表示パネルの透明板と枠部との配置関係＞
　画像表示装置の視認者側における透明板と、枠部との間隔は５ｍｍ以下であることが好
ましく、１ｍｍ以下であることがより好ましく、０．５ｍｍ以下であることがさらに好ま
しく、０．１ｍｍ以下であることがよりさらに好ましい。
　画像表示装置の視認者側において、透明板と枠部との間隔が狭いほど、画像表示装置の
高級感をより際立たせることができる点で好ましい。
【００７６】
　画像表示装置の視認者側において、透明板と枠部との段差は５ｍｍ以下であることが好
ましく、１ｍｍ以下であることがより好ましく、０．５ｍｍ以下であることがさらに好ま
しく、０．１ｍｍ以下であることがよりさらに好ましい。
　画像表示装置の視認者側において、透明板と枠部との段差が小さいほど、画像表示装置
の高級感をより際立たせることができる点で好ましい。
【００７７】
＜用途＞
　本発明の画像表示装置は、オフィス及び家庭用ＰＣのモニタ、テレビ、携帯型情報端末
、デジタルサイネージ（電子看板）及び車両用の画像表示装置等に使用することができる
。これらの中でも車両用の画像表示装置が好ましく、自動車用の画像表示装置がより好ま
しい。特に、自動車のダッシュボードに組み込む画像表示装置として用いることが、本発
明の効果を発揮しやすい点で好ましい。
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【実施例】
【００７８】
　以下、実施例及び比較例を挙げて本発明を具体的に説明する。なお、本発明は、実施例
に記載の形態に限定されるものではない。
【００７９】
１．評価、測定
　実施例及び比較例で得られた加飾成形品について以下の評価、測定を行った。結果を表
１に示す。
【００８０】
１－１．Ｈの測定
　実施例及び比較例で作製した加飾成形品の保護層の表面形状を、白色干渉顕微鏡（Ｎｅ
ｗ　Ｖｉｅｗ６３００、Ｚｙｇｏ社）を用いて、以下の条件にて、測定及び解析した。Ｓ
ｕｒｆａｃｅ　Ｍａｐ画面上に「Ｒａ」を表示させ、表示された数値を、保護層の算術平
均高さＨ［ｎｍ］とした。結果を表１に示す。
　測定及び解析ソフトは、Ｍｅｔｒｏ　Ｐｒｏ　ｖｅｒ８．１．５のＭｉｃｒｏｓｃｏｐ
ｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎを用いた。
（測定条件）
対物レンズ：２．５倍
Ｚｏｏｍ：１倍
測定領域：４１４μｍ×４１４μｍ
解像度（１点当たりの間隔）：０．４４μｍ
（解析条件）
Ｒｅｍｏｖｅｄ：Ｃｙｌｉｎｄｅｒ
Ｆｉｌｔｅｒ　Ｌｏｗ　ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ：ＯＦＦ
Ｆｉｌｔｅｒ　Ｈｉｇｈ　ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ：ＯＦＦ
　なお、Ｌｏｗ　ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈはＪＩＳ　Ｂ０６０１のλｃ輪郭曲線フィルタに
相当し、Ｈｉｇｈ　ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈはＪＩＳ　Ｂ０６０１のλｓ輪郭曲線フィルタ
に相当する。
【００８１】
１－２．ｄｕ（ダルネス）の測定
　ウェーブスキャン装置（ＢＹＫジャパン社、商品名：ウェーブスキャン　デュアル　Ａ
Ｗ－４８４０）を用いて、実施例及び比較例で作製した加飾成形品の保護層側からｄｕを
測定した。結果を表１に示す。
【００８２】
１－３．防眩性
　実施例及び比較例で作製した加飾成形品を保護層が視認者側となるように配置した上で
、蛍光灯の照明下で目視で観察し、下記の基準で、防眩性を評価した。
Ａ：映り込んだ蛍光灯の幅が広く、輝度が低下して眩しくない。
Ｂ：映り込んだ蛍光灯の幅は広いとも狭いともいえないが、輝度が許容できるレベルであ
る。
Ｃ：映り込んだ蛍光灯の幅が狭く、輝度が高すぎて許容できない。
【００８３】
１－４．鮮鋭性（高級感）
　実施例及び比較例で作製した加飾成形品を保護層が視認者側となるように配置した上で
、蛍光灯の照明下で目視で観察し、下記の基準で、鮮鋭性（高級感）を評価した。
Ａ：映り込んだ蛍光灯エッジがぼやけているものの、エッジの裾が短い。
Ｃ：映り込んだ蛍光灯エッジがぼやけており、エッジの裾が長い。
【００８４】
２．加飾成形品の作製
［実施例１］
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　基材（厚み７５μｍの二軸延伸ポリエチレンテレフタレートフィルム）上に、下記処方
の離型層用塗布液を塗布し、電子線を照射して、厚み１．５μｍの離型層を形成し、離型
シートを得た。
　次いで、離型シートの離型層上に、下記処方の保護層用塗布液を塗布し、電子線を照射
して、厚み３．０μｍの保護層を形成した。
　次いで、保護層上に、下記処方のプライマー層用塗布液を塗布、乾燥し、厚み３．０μ
ｍのプライマー層を形成した。
　次いで、プライマー層上に、ウレタン系２液硬化性樹脂組成物、黒色顔料及び溶剤を含
む印刷層用塗布液を塗布、乾燥し、厚み１．５μｍの黒色の印刷層を形成した。
　次いで、印刷層上に、熱可塑性樹脂（アクリルエステル系樹脂）を溶剤で希釈した接着
剤層用塗布液を塗布、乾燥し、厚み１．５μｍのヒートシール性を有する接着剤層を形成
し、転写シートを得た。
【００８５】
＜離型層用塗布液＞
・２官能のポリカーボネート系ウレタンアクリレート（重量平均分子量：８，０００）　
８５質量部
・ペンタエリスリトールトリアクリレート　１５質量部
・離型成分（電子線硬化性シリコーン系化合物）　３質量部
・シリカ粒子　０．５部
（不定形シリカ、平均粒子径２．０μｍ）
【００８６】
＜保護層用塗布液＞
・４官能のポリカーボネート系ウレタンアクリレート（重量平均分子量：１０，０００）
　９７．５質量部
・アクリルポリマー（アクリル樹脂、メタクリル酸メチルとメタクリル酸との共重合体、
Ｔｇ１０５℃、重量平均分子量：約２０，０００）２．５質量部
・溶剤　適量
【００８７】
＜プライマー層用塗布液＞
・アクリルポリオール　３質量部
（荒川化学工業社、商品名アラコートＤＡ１０５）
・イソシアネート系化合物　１質量部
（荒川化学工業社、商品名アラコートＣＬ１０２Ｈ）
・溶剤　適量
【００８８】
＜枠部（加飾成形品）の作製＞
　得られた転写シートの接着剤層側の面を黒色板（クラレ社、商品名：コモグラス、品番
：ＤＦＡ５０２Ｋ、厚み２．０ｍｍ、全光線透過率：０％）に重ね合わせ、転写シートの
基材側から加熱し、被着体（黒色板）上に転写層を積層した。次いで、転写シートの離型
シートを剥離し、実施例１の加飾成形品を得た。
【００８９】
［実施例２～３］、［比較例１～２］
　離型層用塗布液中のシリカ粒子の含有割合（離型層用塗布液の全固形分に対するシリカ
粒子の質量割合［％］）、及び離型層の厚みを表１の値に変更した以外は、実施例１と同
様にして、実施例２～３並びに比較例１～２の加飾成形品を得た。
【００９０】
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【表１】

【００９１】
　表１の結果から、条件１（ｄｕが３０以上４５以下）を満たす実施例１～３の加飾成形
品は、防眩性を付与しつつ、鮮鋭性が良好で優れた高級感を付与できることが確認できる
。
【符号の説明】
【００９２】
　１０：表示パネル
　１１：表示素子
　１２：光学フィルム
　１３：透明板
　２０：加飾成形品
　２１：被着体
　２２：接着剤層
　２３：印刷層
　２４：プライマー層
　２５：保護層
１００：画像表示装置
５００：転写層
６００：離型シート
６０１：基材
６０２：離型層
７００：転写シート
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